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議長会HP

来
年
度
予
算
概
算
要
求
に

つ
い
て
協
議
す
る
自
民
党
の

総
務
部
会
関
係
合
同
会
議
が

８
月
２５
日
、
自
民
党
本
部
で

開
か
れ
、
本
会
の
清
水
富

雄
会
長
（
横
浜
市
会
議
長
）、

藤
本
泰
也
基
地
協
議
会
会
長

（
岩
国
市
議
会
議
長
）
が
Ｗ

ｅ
ｂ
参
加
し
た
。
会
議
で
は

地
方
六
団
体
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
十

分
な
地
方
財
源
を
確
保
す
る

よ
う
要
望
。
全
国
基
地
協
議

会
も
、
米
軍
基
地
を
抱
え
る

自
治
体
へ
の
基
地
関
係
交
付

金
の
増
額
を
求
め
た
。

同
会
議
に
は
地
方
六
団
体
、

指
定
都
市
市
長
会
、
基
地
関

係
団
体
の
各
代
表
が
Ｗ
ｅ
ｂ

参
加
。
自
民
党
の
▽
地
方
行

政
調
査
会
▽
情
報
通
信
戦
略

調
査
会
▽
過
疎
対
策
特
別
委

員
会
▽
郵
便
事
業
に
関
す
る

特
別
委
員
会
―
の
各
メ
ン

バ
ー
の
ほ
か
、
こ
の
日
出
席

し
た
武
田
良
太
総
務
相
ら
政

府
関
係
者
に
、
そ
れ
ぞ
れ
地

方
の
要
望
を
伝
え
た
。

地
方
六
団
体
を
代
表
し
、

飯
泉
嘉
門
全
国
知
事
会
会
長

＝
当
時
＝
（
徳
島
県
知
事
）

は
▽
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
係

る
財
政
措
置
等
▽
地
方
交
付

税
等
の
一
般
財
源
総
額
の
確

保
・
充
実
▽
地
方
創
生
の
推

進
▽
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
▽

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
▽
防
災
・
減
災

対
策
の
推
進
と
強
靱
な
国
土

づ
く
り
▽
次
世
代
を
担
う
人

づ
く
り
―
の
７
つ
の
項
目
に

つ
い
て
要
望
を
伝
え
た
。

当
面
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い

て
は
、
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
や
緊
急
包
括
支
援
交
付
金

な
ど
に
つ
い
て
、
十
分
な
財

源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
運
用
を
柔
軟
化
す
る
よ

う
要
望
。
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
も
供
給
量
の
確
保
と
市
区

町
村
へ
の
適
切
な
配
分
な
ど

を
求
め
た
。

ま
た
、
大
き
な
打
撃
を
受

け
て
い
る
地
方
経
済
対
策
で

「
十
分
な
地
方
財
源
を
」

コ
ロ
ナ
対
策

基
地
関
係
交
付
金 

増
額
も

六
団
体・基
地
協
要
望武田総務相

清水本会会長
（横浜市）

藤本基地協会長
（岩国市）

自民党総務部会関係合同会議の模様

総 務 部 会
合 同 会 議

自 民 党

は
、
十
分
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
の
一
般
財

源
総
額
の
確
保
・
充
実
が
必

要
だ
と
強
調
、
大
都
市
へ
の

一
極
集
中
是
正
に
資
す
る
策

と
し
て
地
方
国
立
大
学
の
定

員
増
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と

も
要
望
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
も
熱
海
市

で
大
規
模
な
土
石
流
災
害
が

発
生
し
た
こ
と
に
言
及
、
近

年
の
自
然
災
害
の
多
発
を
受

け
、「
国
土
強
靱
化
の
た
め

の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
で

来
年
度
当
初
予
算
段
階
か
ら

必
要
額
を
計
上
す
る
よ
う
求

め
た
。

基
地
関
係
団
体
を
代
表
し

て
朝
長
則
男
全
国
基
地
協
議

会
会
長
（
佐
世
保
市
長
）
は

基
地
交
付
金
、
調
整
交
付
金

双
方
の
増
額
確
保
を
要
請
、

「
令
和
４
年
度
は
３
年
ご
と

の
増
額
の
年
に
当
た
る
」
と

述
べ
、
固
定
資
産
税
評
価
替

え
の
翌
年
度
に
両
交
付
金
が

増
額
さ
れ
て
き
た
こ
れ
ま
で

の
経
緯
を
踏
ま
え
、
予
算
付

け
で
の
引
き
続
き
の
配
慮
を

求
め
た
。

調
整
交
付
金
を
基
地
交
付

金
と
同
様
、
マ
イ
ナ
ス
シ
ー

リ
ン
グ
の
対
象
と
な
ら
な
い

よ
う
義
務
的
経
費
と
し
て
扱

う
こ
と
も
要
請
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
住
民
の
生
活

環
境
の
整
備
や
住
民
福
祉
向

上
な
ど
の
た
め
の
基
地
周
辺

対
策
経
費
に
つ
い
て
、
所
要

額
確
保
を
求
め
た
。

指
定
都
市
市
長
会
を
代
表

し
て
久
元
喜
造
神
戸
市
長
は
、

大
都
市
制
度
に
つ
い
て
「
指

定
都
市
が
特
別
自
治
市
と
な

り
、
道
府
県
か
ら
独
立
す
る

と
い
う
選
択
肢
に
も
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

基
地
関
係

基
地
関
係「
増
額
の
年
」

「
増
額
の
年
」
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全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
の
野
沢
宏
紀
会
長
職

務
代
理
（
恵
庭
市
議
会
議

長
）
は
8
月
25
日
、
自
民
党

国
防
部
会
・
安
全
保
障
調
査

会
合
同
会
議
に
Ｗ
ｅ
ｂ
で
出

席
。
来
年
度
の
概
算
要
求
に

あ
た
り
、
特
定
防
衛
施
設
周

辺
整
備
調
整
交
付
金
の
所
要

額
確
保
や
基
地
交
付
金
・
調

整
交
付
金
の
増
額
確
保
な
ど

を
求
め
た
。

大
塚
拓
自
民
党
国
防
部
会

長
の
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

小
野
寺
五
典
自
民
党
安
全
保

障
調
査
会
長
が
「
令
和
４
年

度
の
国
防
関
係
予
算
の
要
求

額
は
、
概
算
で
は
あ
る
が
過

去
最
大
級
と
な
っ
た
。
こ
れ

を
し
っ
か
り
と
積
み
上
げ
る

た
め
に
先
生
方
の
お
力
を

賜
り
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
本
会
は
じ
め
各
団

体
か
ら
の
要
望
に
入
っ
た
。

野
沢
会
長
職
務
代
理
は
、

本
会
基
地
協
の
要
望
書
に
沿

い
、
▽
防
衛
省
所
管
の
基
地

周
辺
対
策
経
費
の
所
要
額
確

保
等
▽
総
務
省
所
管
の
基
地

交
付
金
・
調
整
交
付
金
の
増

額
確
保
―
な
ど
重
点
項

目
に
つ
い
て
、
岸
信
夫

防
衛
大
臣
、
大
塚
自
民

党
国
防
部
会
長
、
小
野

寺
同
党
安
全
保
障
調
査

会
長
ら
出
席
者
に
対
し

て
要
望
陳
述
を
行
っ
た
。

特
に
「
防
衛
省
所
管

の
基
地
周
辺
対
策
経
費

の
所
要
額
確
保
等
」
に

つ
い
て
、
①
特
定
防
衛

施
設
周
辺
整
備
調
整
交

付
金
の
所
要
額
確
保
②

防
衛
施
設
関
係
工
事
お

よ
び
維
持
修
繕
等
の
地

元
企
業
の
受
注
機
会
の

確
保
③
在
日
米
軍
再
編
に
伴

い
負
担
増
と
な
る
市
町
村
へ

の
十
分
な
支
援
措
置
④
オ
ス

プ
レ
イ
に
つ
い
て
日
米
合
同

委
員
会
で
合
意
さ
れ
た
安
全

確
保
策
の
遵
守
お
よ
び
関
係

市
町
村
へ
の
十
分
な
説
明
、

情
報
提
供
⑤
「
中
期
防
衛
力

整
備
計
画
」
に
基
づ
き
基
地

の
機
能
・
運
用
等
の
変
更
を

検
討
す
る
場
合
の
関
係
市
町

村
の
実
情
お
よ
び
地
域
の
意

見
へ
の
配
慮
―
の
５
点
を
要

望
し
た
。

野沢基地協会長
職務代理（恵庭市）

総
務
省
所
管
の
基
地
交
付

金
・
調
整
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
が
例
年
３
年
ご

と
に
行
わ
れ
て
き
た
両
交
付

金
の
増
額
が
行
わ
れ
る
年
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
、
増
額
確

保
を
強
く
求
め
た
。

各
団
体
か
ら
の
要
望
終
了

後
、
岸
防
衛
大
臣
か
ら
「
本

日
い
た
だ
い
た
要
望
は
、
防

衛
省
と
し
て
も
党
と
よ
く
相

談
し
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
。」
と
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
。

議
会
人
事

自民党国防部会・安全保障調査会の模様

▼
議
長

▽
美
作	

鈴
木
悦
子（
4・28
）

▽
佐
伯	

河
野　
豊（
5・7
）

▽
塩
尻	

牧
野
直
樹（
5・11
）

▽
木
津
川	

森
本　
隆（
5・17
）

▽
飯
田	

井
坪　
隆（
5・18
）

▽
久
留
米	

石
井
俊
一（
6・8
）

▽
瀬
戸
内	

廣
田　
均（
6・21
）

▽
熱
海	

越
村　
修（
6・25
）

▽
あ
き
る
野　
中
嶋
博
幸

	

（
7・12
）

▽
白
河	

筒
井
孝
充（
7・15
）

▽
西
尾	

神
谷
雅
章（
7・15
）

▽
蕨	

保
谷　
武（
7・28
）

▽
み
や
ま	

牛
嶋
利
三（
８・２
）

▼
副
議
長

▽
美
作	
安
藤　
功（
4・28
）

▽
佐
伯	

冨
松
万
平（
5・7
）

▽
塩
尻	

青
柳
充
茂（
5・11
）

▽
鳥
羽	

河
村　
孝（
5・17
）

基
地
関
係
交
付
金

基
地
関
係
交
付
金  

増
額
求
め
る

増
額
求
め
る

自
民
党
国
防
部
会・安
全
保
障
調
査
会

自
民
党
国
防
部
会・安
全
保
障
調
査
会

基地協

▽
飯
田	

山
崎
昌
伸（
5・18
）

▽
久
留
米	

市
川
廣
一（
6・8
）

▽
加
須	

齋
藤
理
史（
６・14
）

▽
潟
上	

鐙　
仁
志（
６・15
）

▽
瀬
戸
内	

島
津
幸
枝（
6・21
）

▽
周
南	

尾
﨑
隆
則（
6・23
）

▽
松
山	

菅　
泰
晴（
7・1
）

▽
あ
き
る
野　
増
﨑
俊
宏

	

（
7・12
）

▽
白
河	

石
名
国
光（
7・15
）

▽
西
尾	

大
河
内
博
之（
7・15
）

▽
蕨	

大
石
幸
一（
7・28
）

▼
事
務
局
長

▽
飯
田	

和
泉
忠
志（
4・1
）

▽
神
栖	

髙
安
桂
一（
4・1
）

▽
新
居
浜	

髙
橋
利
光（
4・1
）

▽
香
美	

一
圓
幹
生（
4・1
）

▽
宇
城	

小
川
康
明（
4・1
）

▽
出
水　	

髙
橋
正
一（
4・1
）

▽
清
瀬	　
八
巻
浩
孝（
7・1
）

▽
朝
来	

宮
元
広
司（
7・10
）

▽
羽
曳
野	

粕
谷
美
光（
８・１
）

菅
首
相
退
陣
へ

本
会
の
清
水
富
雄
会
長

（
横
浜
市
）
は
９
月
6
日
、全

国
的
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
今
年
７
、８
両
月
の

豪
雨
に
関
す
る
要
望
書
を
政

府
・
与
党
要
職
に
提
出
し
た
。

仮
設
住
宅
建
設
な
ど
被
災
者

の
生
活
再
建
に
向
け
た
取
り

組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

被
災
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ら
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に

支
援
措
置
を
講
じ
る
こ
と
な

ど
を
求
め
て
い
る
。（
要
望
書

は
本
会
Ｈ
Ｐ
掲
載
）

菅
義
偉
首
相
は
９
月
３

日
の
自
民
党
臨
時
役
員
会

で
、
２９
日
投
開
票
の
党
総

裁
選
に
立
候
補
せ
ず
、
退

陣
す
る
意
向
を
表
明
し
た
。

平ひ
ら
ま
つ
け
ん
じ

松
健
治
氏
（
鴨
川
市
議

会
議
長
）
８
月
20
日
逝
去
、

70
歳
。
告
別
式
は
25
日
、
市

内
で
執
り
行
わ
れ
た
。
喪
主

は
妻
の
富
美
子
さ
ん
。

豪
雨
災
害
で
要
望

豪
雨
災
害
で
要
望
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【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
35
万
３
６
5
６
人

（
令
和
３
年
9
月
１
日
）

▽
面
積　
２
７
６・９４
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
和
銅
３
年

（
７
１
０
年
）
に
平
城
京
に

都
が
置
か
れ
、
長
岡
京
へ
の

遷
都
ま
で
の
７４
年
間
、
政
治

の
中
心
と
し
て
栄
え
た
。
そ

の
後
、
盛
衰
を
経
な
が
ら
も

古
都
と
し
て
貴
重
な
歴
史
を

紡
い
で
き
た
。
明
治
22
年
４

月
町
制
、
同
31
年
２
月
市
制

施
行
。大
正
、昭
和
時
代
に
近

隣
町
村
と
合
併
を
重
ね
、
市

域
が
広
が
っ
た
。
平
成
14
年

4
月
中
核
市
移
行
。
同
17
年

4
月
に
2
村
と
合
併
し
、
現

員
へ
の
情
報
伝
達
の
迅
速
化

と
効
率
化
を
図
る
。　

在
に
至
る
。
古
都
保
存
法
の

指
定
都
市
の
一
つ
。

▽
シ
ン
ボ
ル
　
市
章
は
市
の

花
の
奈
良
八
重
桜
を
か
た
ど

り
、
花
芯
に
「
奈
」
の
字
を

描
い
た
。「
奈
」
の
下
部
の

「
示
」
は
、
日
、
月
、
星
の
三

光
を
表
し
て
い
る
。
市
の
花

の
ほ
か
、
シ
ン
ボ
ル
は
木
が

イ
チ
イ
ガ
シ
、
鳥
が
ウ
グ
イ

ス
。

【
議
会
の
概
要
】　

▽
議
員
定
数　

39
人
（
現

在・男
性
3２
人
、
女
性
７
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
３
年
7

月
11
日
。
立
候
補
47
人
。
投

票
率
50・92
％
。　

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
平
成

25
年
度
に
議
会
棟
の
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
し
た
が
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
な
ど
で
通

信
量
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
令
和
3
年
度
に
容
量
を

拡
充
し
、
一
層
の
環
境
整
備

を
進
め
る
。
併
せ
て
議
員

ポ
ー
タ
ル
も
導
入
し
、
各
議

若草山
（写真提供＝奈良市）

本
市
は
、
奈
良
県
の
北
部

に
位
置
し
、
奈
良
時
代
に
は

平
城
京
が
置
か
れ
、
天
平
文

化
の
花
開
い
た
歴
史
あ
る
ま

ち
で
す
。
世
界
遺
産
を
は
じ

め
多
数
の
文
化
財
を
有
し
、

江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
時

代
の
街
並
み
を
今
に
伝
え
る

「
な
ら
ま
ち
」、
自
然
豊
か
な

東
部
地
域
の
名
勝
「
月
瀬
梅

林
」、
ア
ニ
メ
の
聖
地
と
し

て
も
話
題
に
な
っ
た
「
柳
生

一
刀
石
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
景
観
や
歴
史
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
古
い
時
代

か
ら
今
日
ま
で
多
種
多
様
な

人
や
文
化
が
行
き
交
い
、
歴

史
と
自
然
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
古
都
奈
良
に
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

市　章

奈

良

市

監
事
市
紹
介

第6回第 6回

  

議

長

の

話

議

長

の

話土田敏朗議長

砂川市役所新庁舎
（写真提供＝砂川市）

新
庁
舎
落
成議場

（同左）

▽
砂
川
市
（
北
海
道
）

〒
０
７
３
―
０
１
９
５

西
７
条
北
２
―
１
―
１

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

議
会
フ
ロ
ア
は
４
階
。
議

会
の
独
立
性
に
配
慮
し
、
最

上
階
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、

併
設
の
展
望
ラ
ウ
ン
ジ
か
ら

は
市
の
象
徴
で
あ
る
砂
川
オ

ア
シ
ス
パ
ー
ク
を
一
望
で
き

る
。

米沢市役所新庁舎
（写真提供＝米沢市）

議場
（同左）

▽
米
沢
市
（
山
形
県
）

〒
９
９
２
―
８
５
０
１

金
池
５
―
２
―
25

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

議
会
フ
ロ
ア
は
４
階
。
議

場
は
フ
ラ
ッ
ト
な
床
と
可
動

式
の
机
を
採
用
し
、
委
員
会

室
と
の
壁
を
可
動
式
間
仕
切

り
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
議

会
以
外
に
も
多
目
的
な
利
用

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
傍
聴
席
は
バ
リ
ア

フ
リ
ー
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

江津市役所新庁舎
（写真提供＝江津市）

議場
（同左）

▽
江
津
市
（
島
根
県
）

〒
６
９
５
―
８
５
０
１

江
津
町
１
０
１
６
―
４

☎
０
８
５
５
―
５
２
―
２
５
０
１

FAX
０
８
５
５
―
５
２
―
１
３
８
０

議
会
フ
ロ
ア
は
2
階
で
、

市
民
が
訪
れ
や
す
い
空
間
と

な
る
よ
う
１
階
の
市
民
窓
口

と
大
き
な
吹
き
抜
け
空
間
で

繋
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
議

場
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
構
造
で
、

市
民
が
使
用
で
き
る
多
目
的

ホ
ー
ル
と
し
て
も
供
用
さ
れ

て
い
る
。
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本
制
度
は
、
市
議
会
議
員

の
皆
様
が
万
が
一
疾
病
を

患
っ
た
り
、
ケ
ガ
を
負
っ
た

り
、
が
ん
の
治
療
、
介
護
状

態
と
な
っ
た
際
の
サ
ポ
ー
ト

を
す
る
安
心
の
医
療
保
険
制

度
で
す
。

医
療・が
ん
補
償
は
、単
独

で
も
加
入
で
き
る
ほ
か
、
介

護
補
償
を
付
帯
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

電
話
に
て
各
種
医
療
相
談

に
応
じ
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
ア

シ
ス
ト
」や
、電
話
で
の
介
護

相
談
等
に
お
応
え
す
る
「
介

護
ア
シ
ス
ト
」
な
ど
の
無
料

の
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
て
い

ま
す
。

本
制
度
は
団
体
割
引
20
％

が
適
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、

通
常
よ
り
割
安
な
保
険
料
に

て
補
償
を
提
供
し
て
い
ま

す
。毎

月
の
保
険
料
は
、
年
齢

別
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

補
償
内
容
は
一
律
と
な
っ
て

い
ま
す
。

２
０
２
２
年
1
月
1
日
始

期
の
ご
契
約
か
ら
は
、
新

規・更
新
と
も
に
医
療・が
ん

補
償
は
89
歳
ま
で
加
入
が
で

き
ま
す
。
一
時
金
払
介
護
補

償
は
84
歳
、
年
金
払
介
護
補

償
は
79
歳
ま
で
加
入
が
で
き

ま
す
。
加
入
に
際
し
て
医
師

の
審
査
は
不
要
で
、
健
康
状

態
の
告
知
の
み
で
加
入
で
き

ま
す
。

議
員
本
人
と
併
せ
て
配
偶

者
の
方
も
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
介
護
補
償
は
両

親・兄
弟
等
、議
員
本
人
と
同

居
の
親
族
も
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

保
険
期
間
は
、
毎
年
1
月

1
日
午
後
4
時
か
ら
の
1
年

間
で
、
中
途
加
入
の
お
申
し

込
み
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

詳
し
く
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
8
月
20
日
付
に
て
各
市
議

会
事
務
局
に
送
付
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

資
料
（
無
料
）
を
ご
希
望

の
方
は
、
全
国
市
議
会
議
長

全国市議会議員互助会は、全国の市議会議員の相互の交流親睦を深め、相互扶助を行うこと
を目的に、任意加入の保険として傷害総合保険の「全国市議会議員団体補償制度」と疾病やケガ
による入院・手術を補償する「全国市議会議員医療保険制度」等の事業を行っています。

全国市議会議員互助会の保険
全国市議会議員医療保険制度のご案内

（団体総合生活保険）

中途加入も随時受付中途加入も随時受付

全国市議会議長会
議員専用ページ

全
国
市
議
会
議
員
団
体
補
償
制
度
の
概
要

スマートフォン
サイトはコチラ

「
医
療
補
償
」「
が
ん
補
償
」

「
介
護
補
償
」
を
団
体
割
引

適
用
に
て
ご
提
供

退
職
時
に
継
続
加
入
可
能

配
偶
者
も
加
入
可
能

保
険
期
間
は
１
月
1
日
か
ら

中
途
加
入
も
随
時
受
付

Ⓒがん補償
（入院・手術・通院・抗がん剤治療）

●がん入院・手術
●がん通院
●抗がん剤治療

Ⓑがん補償（診断保険金）

●がんの診断確定

Ⓐ医療補償

●入院
●手術
●放射線治療
●総合先進医療

HOSPITAL

Ⓓ一時金払介護補償

●要介護2
　以上の認定

Ⓔ年金払介護補償

●要介護3
　以上の認定

補償内容

放射線治療

Ⓐ

）
害
傷
・
病
疾
（療
医

Ⓒ

ん
が

入   院 病気やケガで入院したときに１日目から保険金をお支払いします。 1万円

手   術 重大手術以外で
入院中の手術

重大手術以外で
入院中以外の手術

40万円
・    10万円
・    5万円

重大手術

公的介護保険制度に基づく要介護２以上の
認定を受けた場合に保険金（一時金）をお支払いします。 300万円一時金払

介護補償

年金払
介護補償

Ⓓ

護
介

総合先進医療
一時金 10万円

10万円

100万円がん診断

がん入院・手術

がんで通院したときに、保険金をお支払いします。 5千円がん通院

5万円抗がん剤治療

•三大治療（手術、放射線治療、抗がん剤治療）に該当する通院…支払限度日数：無制限
•三大治療以外の通院…支払限度日数：425日

7万円・14万円・28万円

7千円
手術保険金額（手術の種類により）

入院保険金日額

総合先進医療 実額払（上限700万円）

病気やケガで手術をしたときに保険金をお支払いします（傷の処置、
切開術（皮膚、鼓膜）、抜歯等お支払いの対象外の手術があります。）。
また、時期を同じくして2種類以上の手術を受けた場合には、いず
れか1種類の手術についてのみ保険金をお支払いします。

病気やケガで放射線治療を受けたときに保険金をお支払いします。

がんと診断確定されたときに保険金（一時金）をお支払いします。
なお、継続前契約で既に診断確定されたがんが一旦治ゆした後の再
発・転移や、新たながんが生じたときでも保険金をお支払いします。

保険の対象となる方が公的介護保険制度に基づく要介護3以上になった場
合に、最初に要介護状態となった日から毎年1回、その日を含めて最大で10
年間（10回）にわたり保険金をお支払いします。

がんで抗がん剤治療を受けたときに保険金をお支払いします。

病気やケガで先進医療を受けたときに保険金をお支払いします。

総合先進医療基本保険金が支払われる先進医療を受けたときに
保険金（一時金）をお支払します。

がんで入院（日帰り入院も含みます。）や所定の手術をした
ときに保険金をお支払いします。

60万円（年額）

【お問合せ先】〈取扱代理店〉㈲都市企画センター 03-5261-8539〈引受保険会社〉東京海上日動火災保険株式会社 03-3515-4147　 2021 年９月作成 21-TC04244

会
・
全
国
市
議
会
議
員
互
助

会
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ

団体割引

被保険者全
員に

適用されま
す！

20％適用
ご本人と併せてご本人と併せて「配偶者」の方も、「配偶者」の方も、介護補償は介護補償は「ご家族・ご親族」の方も加入できます！「ご家族・ご親族」の方も加入できます！
退職時に継続加入できます退職時に継続加入できます！！

く
だ
さ
い
。

☎
０
３
―
３
２
６
２
―
５
２
３
３


